
平成２７年度 鳥取県新指定文化財速報展の開催 

平成２７年４月から平成２８年４月に鳥取県指定文化財に新たに指定された文化財等を紹介す

るとともに、指定に携わった文化財保護審議会委員の講演会を開催します。 

１ 展示する文化財等 

 
２ 講演会 

３ 会  期 平成２８年４月２６日（火）から５月２２日（日）まで 
午前９時から午後５時まで（４月２９日(金・祝)から５月８日（日）までは午後７時まで） 

※入館はいずれも閉館の３０分前まで 
４ 場  所 鳥取県立博物館 

歴史・民俗常設展示室「歴史の窓」コーナー（１階） 
５ 入 館 料 一般１８０円、団体１５０円（県立博物館の常設展示入館料） 

※大学生以下、７０才以上の方・学校教育活動での引率者、障がいのある方・要介
護者及びその介護者は減免（無料）。 

６ 主  催 鳥取県教育委員会 
７ 協  力 文化財所有者・保持者の皆様、倉吉博物館、文化財が所在する市町教育委員会、鳥取

県埋蔵文化財センター 
８ 問い合わせ先 

〒６８０－８５７０ 鳥取市東町一丁目２７１番地  
鳥取県教育委員会事務局文化財課 歴史遺産室 山枡   
（電話）０８５７－２６－７９３４ （ファクシミリ）０８５７－２６－８１２８ 
（E-mail）kyouikubunka@pref.tottori.jp 

指定等種別 種類 文化財の名称等 展示資料等 

保護文化財 古文書 瑞仙寺
ずいせんじ

文書
もんじょ

(米子市) 
「永享十一年九月二十八日 山名

や ま な

教之
のりゆき

書 下
かきくだし

〔第一〕」（折紙
おりがみ

）１点 

保護文化財 古文書 光
こう

德寺
と く じ

文書
もんじょ

（琴浦町） 
「永禄十二年十一月十三日 尼子

あ ま こ

勝
かつ

久
ひさ

安堵状
あんどじょう

」（折紙）１点 

保護文化財 工芸 鉄 燭
てつしょく

台
だい

（大山町） 

「天文十九年銘燭台」1点 

「天文二十二年銘燭台 1点 

「鍛鉄製
たんてつせい

芯 挟
しんばさみ

み」1点 

保護文化財 古文書 大山寺
だいせんじ

文書
もんじょ

（大山町） 
「 天 正 九 年 十 月 十 二 日  杉原

すぎはら

盛
もり

重寄進状
しげきしんじょう

（礼紙
ら い し

付
つき

）」（折紙）1点 

保護文化財 絵画 五百
ごひゃく

羅漢図
ら か ん ず

（倉吉市） 二幅（24 幅、46 幅） 

保護文化財 考古資料 
不入
ふ に

岡
おか

遺跡
い せ き

古墳
こ ふ ん

時代
じ だ い

竪穴
たてあな

住 居
じゅうきょ

出土
しゅつど

遺物
い ぶ つ

一括
いっかつ

（倉吉市） 
渡来
と ら い

系
けい

土器 3 点 

保護文化財 考古資料 
豊
とよ

成
しげ

叶
かのう

林
ばやし

遺跡
い せ き

出土
しゅつど

旧石器
きゅうせっき

時代
じ だ い

遺物
い ぶ つ

一括
いっかつ

（大山町） 
「ナイフ形石器」11 点、「母岩

ぼ が ん

」1点 

【パネル展示】 

＜保護文化財－建造物＞木下家
きのしたけ

住 宅
じゅうたく

（鳥取市）、小川家
お が わ け

住 宅
じゅうたく

（倉吉市） 

＜名勝－庭園＞小川
お が わ

氏
し

庭園
ていえん

（倉吉市）、西方寺
さいほうじ

庭園
ていえん

（若桜町） 

＜無形の民俗文化財－風俗慣習＞竹 内
たけのうち

町
ちょう

のオコニャ（境港市） 

＜無形文化財－陶芸＞保持者・山本
やまもと

浩
こう

彩
さい

（倉吉市） 

＜無形文化財－革工芸＞保持者・本池
もといけ

秀夫
ひ で お

（米子市） 

日時 講演題 講師 
平成 28 年 5 月 7日（土） 
午後 2時から午後 3時 30 分まで 

鳥取県内に伝来した中世以前の古文
書について 

島根大学教授 
長谷川 博史 氏 

平成 28 年 5 月 14 日（土） 
午後 2時から午後 3時 30 分まで 

吉田保水筆「五百羅漢図」（倉吉市・
定光寺）について―約 220 年前に町
人層の喜捨で制作された全 100 幅― 

大阪成蹊女子大学非常勤講師 
門脇 むつみ 氏 

平成 28 年 5 月 21 日（土） 
午後 2時から午後 3時 30 分まで 

不入岡遺跡オンドル住居出土土器が
物語るもの 

岡山理科大学教授 
亀田 修一 氏 

資  料  提  供 
平成２８年４月１９日 

担当課(担当者) 文化財課（山枡） 

電 話 0857-26-7934 

 


